
地震で大きな被害を受けた北海道厚真町で被災状況の説明を受ける長澤豊会長。前列左からホクレンの瀧
澤義一副会長、JAとまこまい広域の秋永徹組合長、長澤会長、ホクレンの柿林孝志副会長（2面）

管内を巡り新鮮な野菜や果物をはじめ、弁当
類や日用品などを届けるＡコープ食卓応援隊
号（４面）

ＪＡ-ＰＯＰ甲子園のラウンドアップ部門大型陳
列で最優秀賞を受賞したJA香川県ふれあい
センター岡本店のディスプレー（５面）
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石川佳純選手がＴリーグに参戦（広報部）

関東地区初のファミリーマート
JA常陸奥久慈店オープン（生活リテール部）

「おんせん県おおいた暮らしフェア」で
就農相談（大分県本部）

ＪＡ-ＰＯＰ甲子園2018最優秀賞・
金賞が決まる（肥料農薬部）

特集（全農パールライス㈱）

ＪＡズームイン（ＪＡおおいた）

県本部だより（埼玉県本部）

4面

2
面

3

4

5

地元プロスポーツチームを
県産米で応援（広島県本部）

畜産情勢（畜産総合対策部）

美人を育てる秋田米
「あきたこまち」新ＣＭ放映中
（秋田県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ハロー！！ ＪＡ全農にいがた6-7

8

11

12

10

9 Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

www.zennoh-weekly.jp/

長澤会長ら愛媛、
　　　北海道の被災地を訪問



あ
り
、
農
家
に
寄
り
添
っ
て
復
旧
を

進
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
長
澤
会

長
は「
わ
れ
わ
れ
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
使

命
は
、
農
家
が
安
心
し
て
営
農
に
従

事
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

共
に
助
け
合
う
と
い
う
協
同
の
理
念

の
も
と
、
全
農
と
し
て
農
業
生
産
基

盤
の
整
備
、
生
産
振
興
に
取
り
組
み
、

想
定
を
超
え
る
記
録
的
な
災
害
に
も

耐
え
う
る
、
足
腰
の
強
い
日
本
農
業

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
被

災
地
で
は
山
の
斜
面
が
崩
れ
、
農
地

が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
農

業
施
設
へ
の
大
き
な
被
害
な
ど
、
今

後
の
営
農
へ
の
不
安
が
大
き
い
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
J
A
と
ま
こ
ま

い
広
域
の
秋
永
徹
組
合
長
は「
管
内

で
36
人
も
の
人
命
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
農
地
や
農
業
機
械
、
施
設

な
ど
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

J
A
自
体
の
被
害
も
大
き
い
が
、
地

域
に
と
っ
て
J
A
は
大
き
な
存
在
で

ど
の
作
業
支
援
な
ど
に
よ
り
復
旧
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
澤
副
会
長

は
農
業
関
係
施
設
へ
の
被
害
が
大
き

か
っ
た
J
A
愛
媛
た
い
き
な
ど
を
お
見

舞
い
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
長
澤

会
長
は
、「
被
災
さ
れ
た
農
家
が一日

も
早
く
営
農
を
再
開
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
挙

げ
て
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組

み
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
澤
会
長
は
10
月
3
日
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
お
見
舞
い

の
た
め
北
海
道
を
訪
問
し
ま
し
た
。

北
海
道
農
業
団
体
災
害
対
策
本
部
を

訪
問
、
お
見
舞
い
し
、
道
内
全
域
の

被
災
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
今
回
の
地
震
で
最

も
被
害
の
大
き
か
っ
た
J
A
と
ま
こ

ま
い
広
域
管
内
の
厚
真
町
を
視
察
、

お
見
舞
い
お
よ
び
現
地
の
被
災
状
況

南
を
訪
問
し
、
黒
田
義
人
組
合
長
ら

と
豪
雨
の
被
災
状
況
や
復
旧
対
策
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
急
峻
な
園
地
の
モ
ノ

レ
ー
ル
が
大
き
く
損
壊
し
て
い
る
な
ど

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
J
A
職
員
な

　
長
澤
会
長
、
大
澤
副
会
長
は
10
月

2
日
、
J
A
愛
媛
中
央
会
な
ど
J
A

グ
ル
ー
プ
愛
媛
を
訪
問
、
お
見
舞
い

と
と
も
に
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
澤

会
長
と
菅
野
副
会
長
は
J
A
え
ひ
め

長
澤
会
長
ら
愛
媛
、北
海
道
の
豪
雨・地
震
被
災
地
を
訪
問

被
災
農
家
の
営
農
再
開
へ
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
総
力
挙
げ
支
援

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

　
全
農
の
長
澤
豊
会
長
、
大
澤
憲
一
副
会
長
は
、
7
月
の
西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
愛
媛
県
を

訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
長
澤
会
長
は
、
9
月
6
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
被

災
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。
愛
媛
県
、
北
海
道
で
地
元
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
と
意
見
交
換
を
す
る
と

共
に
、土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
圃
場
や
農
業
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。      

【
広
報
部
】

Ｊ
Ａ
愛
媛
中
央
会
の
田
坂
實
会
長（
中
央
）に
お

見
舞
を
渡
す
長
澤
会
長（
左
）と
大
澤
副
会
長

（
右
）

長澤会長が北海道農業団体災害対策本部にお見舞を渡す。左から、
ホクレンの柿林孝志副会長、同瀧澤義一副会長、同伊藤政光副会
長、長澤会長、北海道中央会の飛田稔章会長、同小野寺俊幸副
会長

厚真町で被災状況の説明を受ける長澤会長。前列左からホクレンの
瀧澤副会長、JAとまこまい広域の秋永組合長、長澤会長、ホクレン
の柿林副会長

玉津果樹同志会の宮本和也会長（左）、JAえひめ南の黒田組合長
（左から2人目）から被災状況の説明を受ける長澤会長（同3人目）、
菅野副会長（右）

ほ
じ
ょ
う

22018 10.22 vol.860

JA
 Z

ennoh W
eekly

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



News!

ファミリーマートJA常陸奥久慈店オープン
関東地区初！ ＪＡグループとファミリーマートの一体型店舗 生活リテール部

　
9
月
14
日
、全
国
で
17
店
目
、関
東
地
区
で
第
1
号
と
な
る「
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
J
A
常
陸
奥
久
慈
店
」が
茨
城
県
大
子
町
に
出
店
し
ま
し

た
。

　
同
店
は
、㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
と
Ｊ
Ａ
全
農
に
よ
る
包
括
提

携
に
基
づ
き
、コ
ン
ビ
ニ
＋
直
売

所
の
一
体
型
店
舗
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　
通
常
の
コ
ン
ビ
ニ
商
品
の
ほ

か
に
、地
元
野
菜
や「
奥
久
慈
軍

鶏
」「
奥
久
慈
茶
」「
大
子
米
」と

い
っ
た
地
域
の
特
産
品
や
観
光

客
む
け
の
お
土
産
も
取
り
揃
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
お
り
、買
い
物
だ
け
で

な
く
、地
域
の
方
々
や
訪
れ
る
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
休
憩
・
交
流

し
て
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス
も

備
え
て
い
ま
す
。

　
全
農
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後
も

J
A
店
舗
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
の
一
体
型
店
舗
の
展
開
に
よ

り
、地
域
の
く
ら
し
の
拠
点
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

関東地区で第1号となる「ファミリーマートJA常陸奥久慈店」
のオープンをテープカットで祝う関係者

地場産野菜･果物も並ぶ店内

ファミリーマート
JA常陸奥久慈店概要

開店日：2018年9月14日（金）
住所：茨城県久慈郡大子町
　　　大字頃藤3853
営業時間：5時～23時（年中無休）
店舗面積：約117坪（約387平方㍍）
売り場面積：約87坪（約288平方㍍）
駐車台数：50台

News!

石川佳純選手がＴリーグに参戦
全農を訪問し、長澤会長から激励受ける 広報部

　
全
農
は
10
月
5
日
、所
属
選
手
で
卓
球
女
子
日
本
代
表
の
石
川
佳

純
選
手
が
卓
球
新
リ
ー
グ「
Ｔ
リ
ー
グ
」に
参
戦
す
る
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
石
川
選
手
は
、
所
属
元
は
全
農
の
ま
ま
、
木
下
グ
ル
ー

プ
の
女
子
チ
ー
ム「
木
下
ア
ビ
エ
ル
神
奈
川
」の
選
手
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

　
「
Ｔ
リ
ー
グ
」は
10
月
24
日
に

開
幕
す
る
卓
球
新
リ
ー
グ
で
す
。

有
力
選
手
が
続
々
と
参
戦
を
決

め
る
中
、
男
女
を
通
じ
日
本
選

手
ト
ッ
プ
の
世
界
ラ
ン
ク
4
位

で
あ
る
石
川
選
手
の
動
向
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
石
川
選
手
は
5
日
、
全
農
を

訪
問
し
、長
澤
豊
会
長
に
Ｔ
リ
ー

グ
参
戦
を
報
告
し
ま
し
た
。長
澤

会
長
か
ら
は
激
励
の
言
葉
と
と

も
に
、
山
形
県
産
の
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、同
日
、Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
報
道

陣
の
取
材
に
応
じ
た
石
川
選
手

は「
レ
ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー
が

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」「
会

場
で
プ
レ
ー
を
見
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
石
川
選
手
は
10
月
26
～
28
日
、

ア
リ
ー
ナ
立
川
立
飛（
東
京
都

立
川
市
）で
の
試
合
に
出
場
予
定

で
す
。チ
ケ
ッ
ト
は
、Ｔ
リ
ー
グ

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
、
ま
た

は
コ
ン
ビ
ニ
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
全
農
は「
ニ
ッ
ポ
ン
人
の
活

躍
を『
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
』で
支
え

る
。」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
国
産

農
畜
産
物
を
通
じ
て
、
引
き
続

き
全
農
所
属

の
石
川
選
手

の
競
技
活
動

を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま

す
。

長
澤
会
長
㊧
に
Ｔ
リ
ー
グ
参
戦
を
報
告
し

た
石
川
選
手

Ｔリーグオフィシャル
サイトはこちらから
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News!

「おんせん県おおいた暮らしフェア」で就農相談
パートナー企業や受け入れ先農家の紹介など丁寧に 大分県本部

　
東
京
・
有
楽
町
の
東
京
交
通
会
館
で
9
月
23
日
、大
分
県
主
催
の「
お

ん
せ
ん
県
お
お
い
た
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」が
開
か
れ
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
に

は
、県
内
16
市
町
・
17
団
体
が
参
加
し
、大
分
へ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
希

望
す
る
来
場
者
に
仕
事
や
暮
ら
し
の
相
談
対
応
を
行
い
、6
6
6
人
が

来
場
し
賑
わ
い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
か
ら
は
、大
分
県
本
部

職
員
が「
農
業
を
仕
事
に
ふ
る
さ
と
回
帰
」を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
参
加

し
、就
農
先
の
相
談
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
対
応
し
た
大
分
県
本
部
職
員

は
、
県
内
で
は
農
家
の
労
働
力

支
援
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
と
農
作
業
請
負
事
業
を
構
築

し
て
お
り
、
そ
こ
で
働
き
な
が

ら
就
農
を
じ
っ
く
り
考
え
る
こ

と
や
、
受
け
入
れ
先
農
家
の
紹

介
な
ど
を
相
談
者
に
丁
寧
に
説

明
し
ま
し
た
。

　
相
談
に
訪
れ
た
方
々
は
、
就

農
し
た
く
て
も
、
農
業
知
識
や

農
地
確
保
、
生
活
面
の
あ
ら
ゆ

る
点
で
多
く
の
不
安
を
抱
え
て

い
ま
す
。「
農
業
は
や
り
た
い
。

経
験
が
な
い
の
で
働
き
な
が
ら

考
え
る
余
裕
が
あ
る
の
は
有
り

難
い
」と
感
触
も
上
々
で
し
た
。

　
大
分
県
本
部
担
当
者
は「
地

元
で
も『
農
作
業
は
副
業
』を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
す
る
チ
ラ

シ
を
活
用
し
て
、
准
組
合
員
や

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
主
婦
な
ど
広

く
農
業
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

く
」と
話
し
、活
動
強
化
す
る
予

定
で
す
。

News!

移動購買車（Ａコープ食卓応援隊号）が発車
ＪＡ金沢市と一体となり運行開始 ㈱ジャコム石川

　
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、買
い
物
困
難
者
が
増

加
す
る
中
、石
川
県
本
部
子
会
社
の
株
式
会
社
ジ
ャ
コ
ム
石
川
と
Ｊ
Ａ

金
沢
市
が
一
体
と
な
り
移
動
購
買
車（
Ａ
コ
ー
プ
食
卓
応
援
隊
号
）の
取

り
組
み
を
始
め
、９
月
13
日
に
金
沢
市
笠
舞
の
Ａ
コ
ー
プ
笠
舞
店
で
出

発
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
㈱
ジ
ャ
コ

ム
石
川
の
音
花
浩
一
社
長
が「
高

齢
化
が
進
み
、日
々
の
買
い
物
に

支
障
が
出
て
い
る
地
域
組
合
員

の
要
望
に
応
え
、新
鮮
な
食
品
の

提
供
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
の
再

生
や
地
域
の
安
全
へ
の
貢
献
に

努
め
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。ま
た
金
沢
中
警
察
署
の
村
本

義
和
署
長
か
ら
、高
齢
者
を
巻
き

込
む
犯
罪
の
防
止
に
つ
い
て
の

広
報
協
力
要
請
が
あ
り
、そ
の
依

頼
書
が
音
花
社
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
プ
食
卓
応
援
隊
号
は
、

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
は
じ

め
、
弁
当
類
や
日
用
品
な
ど
約

３
５
０
品
目
を
、金
沢
市
内
の
中

山
間
地
域（
辰
巳
、本
多
、山
科

の
3
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
週
2

回
）を
巡
り
、販
売
す
る
と
と
も

に
、高
齢
者
の
安
否
や
地
域
の
安

全
を
確
認
す
る「
見
守
り
隊
」と

し
て
の
役
割
も
果
た
せ
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

Ａコープ食卓応援隊号
で買い物する地元住民

（金沢市涌波で）

Ａ
コ
ー
プ
食
卓
応
援
隊
号
の
出
発
を

祝
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
金
沢
中
警
察

署
の
村
本
署
長（
右
か
ら
2
人
目
）と

㈱
ジ
ャ
コ
ム
石
川
の
音
花
社
長（
同
3

人
目
）、Ｊ
Ａ
金
沢
市
の
橋
田
満
組
合
長

（
同
4
人
目
）ら
関
係
者

来
場
者
に
大
分
県
内
の
農
業
や
就
農

の
相
談
に
対
応
す
る
県
本
部
職
員

お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
暮
ら
し
フ
ェ
ア
の
ち

ら
し
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Ｊ
Ａ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
甲
子
園
の
目
的
は
、

①
J
A
資
材
店
舗
の
活
性
化
に
よ
る

組
合
員
満
足
度
向
上
②
春
の
当
用
期

に
お
け
る
実
績
拡
大（
競
合
店
か
ら

の
切
り
替
え
）で
す
。主
な
取
り
組
み

内
容
は
、第
一
に
系
統
独
自
の
大
型
規

格
農
薬
を
中
心
に
、商
品
売
り
出
し

期
で
あ
る
３
〜
４
月
よ
り
前
に
実
施

す
る「
早
期
陳
列
」の
強
化
。加
え
て

分
か
り
や
す
い
P
O
P
を
用
い
た
組

合
員
へ
の
ア
ピ
ー
ル
。そ
し
て
、売
上

実
績
の
数
値
化
を
行
う
こ
と
で
成
果

の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
今
大
会
も
全
国
各
地
か
ら
、

P
O
P
や
商
品
陳
列
技
術
が
非
常

に
高
い
店
舗
や
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
た
売
り
場
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。ま
た
、J
A
水
戸
南

部
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー
ひ
ぬ
ま
セ
ン

タ
ー
は
A
V
H
・
M
Y
部
門
の
大
型

陳
列
で
２
連
覇
を
達
成
し
、J
A
西

都
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
初
出
場
な

が
ら
、カ
ッ
パ
天
国
エ
ー
ス
陳
列
コ
ン

テ
ス
ト
で
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
特
別
企
画
と
し
て

「
カ
ッ
パ
天
国
エ
ー
ス
陳
列
コ
ン
テ
ス

ト
」「
ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
・ペ
ン
コ
ゼ
ブ
農

薬
陳
列
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
し
ま

し
た
。中
で
も
初
開
催
の「
ジ
ェ
イ

エ
ー
ス
・ペ
ン
コ
ゼ
ブ
農
薬
陳
列
コ
ン

テ
ス
ト
」は
、全
農
が
推
奨
す
る
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
農
薬
と
し
て
、両
剤
の
正

し
い
使
い
方
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
な

ら
で
は
の
価
格
メ
リ
ッ
ト
の
訴
求
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
店
舗
で
は
、両

剤
の
マ
ス
コ
ッ
ト
や
作
物
の
模
型
の

設
置
は
も
ち
ろ
ん
、使
用
者
に
と
っ

て
有
益
な
情
報
の
提
供
・
購
買
意
欲

を
喚
起
す
る
P
O
P
を
設
置
す
る

な
ど
、ア
イ
デ
ィ
ア
の
詰
ま
っ
た
売
り

場
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
大
会
で
は
各
部
門
の
大
型
陳

列
・
簡
易
陳
列
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
５
店
舗
と
、

特
別
企
画
で
金

賞
を
受
賞
し
た

２
店
舗
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
売

り
場
づ
く
り
を

通
じ
て
、お
客
さ

ま
と
の
会
話
が

増
え
た
」「
他
の

店
舗
を
参
考
に

し
た
り
、店
舗
ス

タ
ッ
フ
と
相
談
し
た
り
と
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
た
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
の

他
、「
こ
の
場
に
い
る
の
は
自
分
だ
け

の
力
で
は
な
く
一
緒
に
働
く
店
舗
ス

タ
ッ
フ
の
お
か
げ
」と
い
っ
た
関
係
者

へ
の
感
謝
の
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

【最優秀賞受賞店舗】

【金賞受賞店舗】

★ラウンドアップ部門
大型陳列 香川県　JA香川県　ふれあいセンター岡本店
簡易陳列 三重県　JA三重中央　営農センター白山

★カッパ天国エース陳列コンテスト
宮崎県　JA西都　JA西都グリーンセンター

★ジェイエース・ペンコゼブ農薬陳列コンテスト
愛媛県　JAおちいまばり　JAグリーンしまなみ大三島

★AVH・MY部門

大型陳列 茨城県　JA水戸　南部営農資材センター　　　　　　　　　　　　　　 ひぬまセンター
簡易陳列 岐阜県　JAひだ　益田営農センター

★作物別部門
秋田県　JA秋田ふるさと　営農経済部大雄営農センター

職
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
向
上

　
全
農
は
９
月
14
日
、
東
京
・
大
手
町
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
で
Ｊ
Ａ
資
材
店

舗
で
の
農
薬
な
ど
の
陳
列
・Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
競
い
合
う「
Ｊ
Ａ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
甲
子
園
２

０
１
８
」表
彰
大
会
を
開
き
ま
し
た
。「
Ｊ
Ａ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
甲
子
園
」は
２
０
０

２
年
に
開
始
し
て
以
来
、
今
年
で
17
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
開
催
当
初
は

34
Ｊ
Ａ
、
43
店
舗
で
ス
タ
ー
ト
し
た
企
画
で
す
が
、
今
年
度
は
38
都
府
県

の
１
５
４
J
Ａ
か
ら
４
９
８
店
舗
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
大
会
で
は
、

「
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
部
門
」・「
Ａ
Ｖ
Ｈ・Ｍ
Ｙ
部
門
」・「
作
物
別
部
門
」の
３

部
門
に
加
え
、
特
別
企
画
と
し
て「
カ
ッ
パ
天
国
エ
ー
ス
陳
列
コ
ン
テ
ス
ト
」

と
今
大
会
か
ら
新
設
し
た「
ジ
ェ
イ
エ
ー
ス
・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
農
薬
陳
列
コ
ン

テ
ス
ト
」の
２
企
画
で
審
査
し
ま
し
た
。 

　
　
　
　          【
肥
料
農
薬
部
】

魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
で
組
合
員
満
足
度
の
向
上
を

表彰を受ける入賞者

受賞店舗の皆さん

魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
へ

店
舗
の
提
案
力
を
強
化

ラウンドアップ部門大型陳列で最優秀賞を受賞した
JA香川県ふれあいセンター岡本店のディスプレー

Ｊ
Ａ-
Ｐ
Ｏ
Ｐ
甲
子
園
２
０
１
８
最
優
秀
賞
・
金
賞
が
決
ま
る
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G
A
B
A
の
血
圧
降
下
効
果
に
着
目
し
、
無

添
加
で
安
心
か
つ
、
良
食
味
の「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

　
お
試
し
用
や
1
回
当
た
り
の
炊
飯
量
を
加
味

し
て
、
現
在
需
要
の
高
ま
っ
て
い
る
2
合

　
当
社
は
平
成
30
年
6
月
、
回
転
寿
司
チ
ェ
ー

ン
の
ス
シ
ロ
ー
が
台
湾
に
出
店
す
る
の
に
合
わ

せ
、
ス
シ
ロ
ー
向
け
の
日
本
産
米
の
輸
出
を
開

始
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
と
同
様
に
ス
シ
ロ
ー

台
湾
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
通
販
業
界
最
大
手
の
ア
マ
ゾ
ン
と
タ
イ
ア
ッ

プ
、
併
せ
て
J
A
全
農
栃
木
、
J
A
全
農
福
島

の
協
力
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
の
お
米
の

購
入
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、
春
は
田
植
え

ツ
ア
ー
、
秋
は
稲
刈
り
ツ
ア
ー
に
招
待
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
29
年
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機

に
、
当
社
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
こ
め
つ

ぶ
丸
」を
作
成
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け

で
は
な
く
、
当
社
の
新
米
シ
ー
ル
に
、
ま
た

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
に
活
用
し
、
広
く
P
R
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
み
な
さ
ま
に
愛
さ

れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
登
場
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
親
子
料
理
教
室
、
精
米
工
場
見
学
な
ど
で
子

ど
も
た
ち
に
ご
飯
や
食
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幼
児
向
け
に
当
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
こ
め
つ
ぶ

丸
」を
活
用
し
た
絵
本
を
制
作
し
、
保
育
園
な

ど
で
お
米
が
田
ん
ぼ
で
成
長
し
て
い
く
様
子
や

田
ん
ぼ
の
中
に
い
る
生
き
も
の
の
お
話
、
収
穫

し
た
お
米
が
ど
の
よ
う
に
し
て
食
卓
に
上
る
か
を

お
話
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
6
月
か
ら
年
5
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
横
浜
キ
ャ

ン
パ
ス
で「
お
米
の
授
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
初
回
は
生
徒
と
一緒
に
お
米
の
勉
強
を
し
な
が

ら
、
ご
は
ん
の
食
べ
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
試
食

用
に
炊
い
た
ご
は
ん
は
全
て
完
食
。
ま
た
、
生

徒
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
実
習
を
行

い
、個
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
実
際
に
お
米
を

詰
め
、
販
売
し
ま
し
た
。

　
若
い
世
代
に
お
米
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
消
費

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
3
0
0ｇ
）タ
イ
プ
の
製
品
で
す
。ス
タ
ン
ド
パ
ッ

ク
タ
イ
プ
に
し
て
店
頭
の
売
り
場
で
も
埋
も
れ

な
い
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、

窒
素
充
填
に
よ
り
、
賞
味
期
限
は
精
米
か
ら
6

カ
月
と
し
ま
し
た
。

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
食
事
で
無
理
な

く
G
A
B
A
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
食
生

活
を
変
え
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

 

　
国
産
の
米
ぬ
か
を
使
用
し
た
純
国
産
の
米
油

で
す
。
米
油
そ
の
も
の
は
、
抗
酸
化
作
用
に
よ

り
体
内
の
脂
質
を
酸
化
か
ら
守
り
、
細
胞
の
健

康
維
持
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
E
な
ど
の
天
然
栄

養
成
分
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
お
い

し
さ
が
長
持
ち
す
る
た
め
、
炒
め
物
・
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
・
炒
飯
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。

国
産
精
米
の
取
扱
量
日
本一の
米
穀
卸

産
地
と
消
費
者
つ
な
ぎ
、
輸
出
や
米
関
連
商
品
開
発
、

若
い
世
代
へ
の
食
育
と
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
貢
献

　国産米を通じて日本の
「食」と「農」に貢献するこ
と、その使命のため、私
たちはお客様と生産者の
ニーズに応え、みなさまか
ら信頼される企業をめざ
しています。

社長のことば

全農パールライス㈱

代表取締役社長前田 守弘

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱

じ
ゅ
う
て
ん

ス
シ
ロ
ー
台
湾
店
出
店
に

合
わ
せ
米
を
輸
出

無
洗
米
G
A
B
A
コ
シ
ヒ
カ
リ

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
米
油

幼
児
、小
学
生
に
食
育
授
業

新
商
品
の
開
発

取
引
先
と
の
取
り
組
み

当
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
め
つ
ぶ
丸
」

食
育
Ｐ
Ｒ
活
動

高
校
生
に
お
米
の
授
業

3
0
0g
小
袋
シ
リ
ー
ズ

ア
マ
ゾ
ン
ド
ッ
ト
コ
ム
田
植
え
・

稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

需要の高まっている300ｇ小袋シリーズ

オープンセレモニーに出席した全農米穀部の山本部長（左から2人目）、前田社
長（同3人目）、スシローGＨＤの水留社長（中央）。多数の台湾現地メディアも参
加し、スシロー台湾の注目度の高さがうかがえました

当社社員が講師になり高校で実施したお米の授業高校生がパッケージをデザインしたお米を販売した文化祭

栃木県で開いた稲刈りツアー

幼児向けに
作った絵本

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
こ
め
つ
ぶ
丸
」

　全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
株
式
会
社
は
平
成
26
年
10
月
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
東
日
本
と
西
日
本
と
の
合
併
で
発
足
し
ま
し
た
。

合
併
以
降
も
着
実
に
取
扱
数
量
を
伸
ば
し
、
国
産
精
米
の
取
扱
量
で
は
日
本
一
の
米
穀
卸
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は
、

今
後
の
会
社
の
進
む
べ
き
方
向
と
し
て「
2
0
2
5
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
の
基
盤
で
あ
る「
国
産
米
」を
基

点
に
、
産
地
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
国
産
米
の
輸
出
や
さ
ま
ざ
ま
な
お
米
関
連
商
品
の
開
発
、

さ
ら
に
は
若
い
世
代
へ
の
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ず
し
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G
A
B
A
の
血
圧
降
下
効
果
に
着
目
し
、
無

添
加
で
安
心
か
つ
、
良
食
味
の「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

　
お
試
し
用
や
1
回
当
た
り
の
炊
飯
量
を
加
味

し
て
、
現
在
需
要
の
高
ま
っ
て
い
る
2
合

　
当
社
は
平
成
30
年
6
月
、
回
転
寿
司
チ
ェ
ー

ン
の
ス
シ
ロ
ー
が
台
湾
に
出
店
す
る
の
に
合
わ

せ
、
ス
シ
ロ
ー
向
け
の
日
本
産
米
の
輸
出
を
開

始
し
ま
し
た
。
日
本
国
内
と
同
様
に
ス
シ
ロ
ー

台
湾
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
通
販
業
界
最
大
手
の
ア
マ
ゾ
ン
と
タ
イ
ア
ッ

プ
、
併
せ
て
J
A
全
農
栃
木
、
J
A
全
農
福
島

の
協
力
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
の
お
米
の

購
入
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、
春
は
田
植
え

ツ
ア
ー
、
秋
は
稲
刈
り
ツ
ア
ー
に
招
待
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
29
年
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機

に
、
当
社
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
こ
め
つ

ぶ
丸
」を
作
成
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け

で
は
な
く
、
当
社
の
新
米
シ
ー
ル
に
、
ま
た

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
に
活
用
し
、
広
く
P
R
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
み
な
さ
ま
に
愛
さ

れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
登
場
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
親
子
料
理
教
室
、
精
米
工
場
見
学
な
ど
で
子

ど
も
た
ち
に
ご
飯
や
食
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幼
児
向
け
に
当
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
こ
め
つ
ぶ

丸
」を
活
用
し
た
絵
本
を
制
作
し
、
保
育
園
な

ど
で
お
米
が
田
ん
ぼ
で
成
長
し
て
い
く
様
子
や

田
ん
ぼ
の
中
に
い
る
生
き
も
の
の
お
話
、
収
穫

し
た
お
米
が
ど
の
よ
う
に
し
て
食
卓
に
上
る
か
を

お
話
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
6
月
か
ら
年
5
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
横
浜
キ
ャ

ン
パ
ス
で「
お
米
の
授
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
初
回
は
生
徒
と
一緒
に
お
米
の
勉
強
を
し
な
が

ら
、
ご
は
ん
の
食
べ
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。
試
食

用
に
炊
い
た
ご
は
ん
は
全
て
完
食
。
ま
た
、
生

徒
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
実
習
を
行

い
、個
性
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
実
際
に
お
米
を

詰
め
、
販
売
し
ま
し
た
。

　
若
い
世
代
に
お
米
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
消
費

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
3
0
0ｇ
）タ
イ
プ
の
製
品
で
す
。ス
タ
ン
ド
パ
ッ

ク
タ
イ
プ
に
し
て
店
頭
の
売
り
場
で
も
埋
も
れ

な
い
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、

窒
素
充
填
に
よ
り
、
賞
味
期
限
は
精
米
か
ら
6

カ
月
と
し
ま
し
た
。

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
食
事
で
無
理
な

く
G
A
B
A
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
食
生

活
を
変
え
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

 

　
国
産
の
米
ぬ
か
を
使
用
し
た
純
国
産
の
米
油

で
す
。
米
油
そ
の
も
の
は
、
抗
酸
化
作
用
に
よ

り
体
内
の
脂
質
を
酸
化
か
ら
守
り
、
細
胞
の
健

康
維
持
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
E
な
ど
の
天
然
栄

養
成
分
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
お
い

し
さ
が
長
持
ち
す
る
た
め
、
炒
め
物
・
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
・
炒
飯
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。

国
産
精
米
の
取
扱
量
日
本一の
米
穀
卸

産
地
と
消
費
者
つ
な
ぎ
、
輸
出
や
米
関
連
商
品
開
発
、

若
い
世
代
へ
の
食
育
と
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
貢
献

　国産米を通じて日本の
「食」と「農」に貢献するこ
と、その使命のため、私
たちはお客様と生産者の
ニーズに応え、みなさまか
ら信頼される企業をめざ
しています。

社長のことば

全農パールライス㈱

代表取締役社長前田 守弘

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱

じ
ゅ
う
て
ん

ス
シ
ロ
ー
台
湾
店
出
店
に

合
わ
せ
米
を
輸
出

無
洗
米
G
A
B
A
コ
シ
ヒ
カ
リ

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
米
油

幼
児
、小
学
生
に
食
育
授
業

新
商
品
の
開
発

取
引
先
と
の
取
り
組
み

当
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
め
つ
ぶ
丸
」

食
育
Ｐ
Ｒ
活
動

高
校
生
に
お
米
の
授
業

3
0
0g
小
袋
シ
リ
ー
ズ

ア
マ
ゾ
ン
ド
ッ
ト
コ
ム
田
植
え
・

稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

需要の高まっている300ｇ小袋シリーズ

オープンセレモニーに出席した全農米穀部の山本部長（左から2人目）、前田社
長（同3人目）、スシローGＨＤの水留社長（中央）。多数の台湾現地メディアも参
加し、スシロー台湾の注目度の高さがうかがえました

当社社員が講師になり高校で実施したお米の授業高校生がパッケージをデザインしたお米を販売した文化祭

栃木県で開いた稲刈りツアー

幼児向けに
作った絵本

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
こ
め
つ
ぶ
丸
」

　全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
株
式
会
社
は
平
成
26
年
10
月
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
東
日
本
と
西
日
本
と
の
合
併
で
発
足
し
ま
し
た
。

合
併
以
降
も
着
実
に
取
扱
数
量
を
伸
ば
し
、
国
産
精
米
の
取
扱
量
で
は
日
本
一
の
米
穀
卸
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は
、

今
後
の
会
社
の
進
む
べ
き
方
向
と
し
て「
2
0
2
5
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
。
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
の
基
盤
で
あ
る「
国
産
米
」を
基

点
に
、
産
地
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
国
産
米
の
輸
出
や
さ
ま
ざ
ま
な
お
米
関
連
商
品
の
開
発
、

さ
ら
に
は
若
い
世
代
へ
の
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ず
し
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賞
」な
ど
、
多
く
の
賞
を
受
賞

し
、
先
進
団
体
と
し
て
全
国
か

ら
多
く
の
団
体
が
視
察
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
13
品
目
78
人
が
Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
、
さ
ら
に

4
品
目
約
１
０
０
人
が
加
わ

り
ま
す
。

JAおおいた
（大分県）

概要 平成３０年３月３１日現在

正組合員数　　　　　　５万５８１９人
准組合員数　　　　　　４万７８３５人
職員数　　　　　　　　　  ２０８２人
販売品取扱高　　　　　　 ３４４億円
購買品取扱高　　　　　　  １９９億円
貯金残高　　　　　　　  ５５９０億円
長期共済保有高　　　１兆９８９９億円
おもな農畜産物　小ネギ、白ネギ、トマト、
ピーマン、ニラ、高糖度カンショ、イチゴ、ハウスミ
カン、カボス、梨、ブドウ、菊、スイートピー、牛、米

「
お
お
い
た
豊
後
牛
」
日
本
一
に

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
を
支
援

福岡県

熊本県

大分県

宮崎県

し
て
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
ラ
ン

ド
を
立
ち
上
げ
、
県
を
挙
げ
て

Ｐ
Ｒ
と
販
売
力
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
で
は
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）認

証
取
得
の
支
援
を
2
0
1
1

年
か
ら
始
め
、
15
年
に
「
Ｊ
Ａ

お
お
い
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
究
会
」を

設
立
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
全
面

サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
認
証
取
得

へ
の
課
題
と
な
る
農
家
の
経
費

負
担
を
大
幅
に
圧
縮
す
る
こ
と

に
成
功
し
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証

取
得
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

農
家
に
配
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

文
字
を
大
き
く
、
ま
た
、
記
帳

書
類
の
記
載
方
法
を
工
夫
す
る

３
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る

大
き
な
Ｐ
Ｒ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
9
月
に
は
「
お
お
い
た

豊
後
牛
」の
う
ち
、
飼
料
米
や

ビ
ー
ル
か
す
な
ど
、
旨
味
を
向

上
さ
せ
る
と
さ
れ
る
飼
料
を
与

え
た
4
～
5
等
級
の
上
質
な
肉

の
み
を
「
お
お
い
た
和
牛
」と

　

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
は
２
０
０

８
年
に
県
内
の
16
Ｊ
Ａ
が
合
併

し
て
誕
生
、
10
年
に
旧
Ｊ
Ａ
杵

築
市
が
加
わ
っ
た
県
域
Ｊ
Ａ
で

す
。

　

大
分
県
産
の
黒
毛
和
牛
「
お

お
い
た
豊
後
牛
」は
、
大
分
県

本
部
や
行
政
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
品
質
の
向
上
と
消
費

拡
大
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
特
に
、
専
門
性
を
有
す
る

営
農
指
導
員
と
生
産
者
と
の
長

年
の
信
頼
関
係
に
よ
る
取
り
組

み
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
、
昨

年
9
月
の
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
「
種
牛
」の
部
で
「
お
お
い
た

豊
後
牛
」が
県
勢
と
し
て
、
同

部
門
47
年
ぶ
り
に
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
、
全
国
総
合
で

な
ど
、
高
齢
農
家
に
も
取
り
組

み
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
育
成
に
も
力
を
入

れ
、
全
営
農
指
導
員
の
6
割
以

上
が
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員
の
資

格
を
持
ち
、
県
下
全
域
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

今
後
は
全
て
の
営
農
指
導
員
の

資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

農
家
の
や
る
気
を
引
き
出

し
、
安
全
・
安
心
を
中
心
と
し

た
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
と

さ
ら
な
る
地
域
農
業
の
振
興
に

向
け
、J
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
、2
0
1
6
年
度
に

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
普
及
大
賞
」、
17
年
度

に
は
「
大
分
県
農
業
賞
最
優
秀

賞
」、
農
林
水
産
省
主
催
「
未

来
に
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
農

業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
生
産
局
長

「
お
お
い
た
豊
後
牛
」

県
挙
げ
て
販
売
力
強
化

全
営
農
指
導
員
の
J
G
A
P

資
格
取
得
進
め

持
続
可
能
な
地
域
農
業
振
興
へ

昨年の全国和牛能力共進会で「内閣総理大臣賞」を受賞
した県代表出品者

視察団体に提供するマニュアルを作成したＪＡおおいたＧＡＰ研
究会
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し
」と
「
と
よ
め
き
」の
2
品
種

に
絞
り
、
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
に
提

案
し
て
い
ま
す
。

　

30
年
産
の
取
り
組
み
に
当

た
っ
て
は
、
米
麦
部
が
中
心
と

な
り
、
播は
し
ゅ種
前
の
早
い
段
階
か

ら
、
取
扱
会
議
を
開
催
し
、
県

内
Ｊ
Ａ
に
対
し
契
約
栽
培
の
提

案
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
埼

玉
県
青
年
協
議
会
に
対
し
て
、

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
作
付
け
提
案

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
全
農
の
契
約
栽
培
の
取
り
組

み
は
、
Ｊ
Ａ
の
集
荷
対
策
や
生

産
者
の
作
期
分
散
な
ど
の
観
点

か
ら
評
価
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
30
年
産
の
作
付
面
積
は
29

年
産
の
12
㌶
（
４
Ｊ
Ａ
）か
ら

65
㌶
（
11
Ｊ
Ａ
）へ
と
大
き
く

拡
大
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栽
培
面
の
フ
ォ
ロ
ー

は
、
営
農
支
援
部
が
中
心
と
な

り
、
作
付
け
生
産
者
へ
の
県
版

栽
培
暦
の
配
布
に
加
え
、
生
育

ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
定
点
調
査
に

よ
り
、
多
収
と
な
る
栽
培
技
術

向
上
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
の

集
積
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
10
㌃
当
た
り
収
量
は
年

産
ご
と
に
上
が
っ
て
お
り
、

29
年
産
で
は
最
大
で
７
２
０

㌔
、
生
産
者
平
均
で
６
０
９
㌔

と
水
稲
全
体
の
県
平
均
収
量

４
９
４
㌔
を
大
き
く
上
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
収
穫
し
た
米
は
、
回

転
寿ず

し司
チ
ェ
ー
ン
や
冷
凍
食
品

な
ど
の
大
手
実
需
者
向
け
に
納

入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

埼
玉
県
本
部
で
は
、
今
後
の

複
数
年
契
約
の
導
入
も
視
野
に

入
れ
、
長
期
安
定
的
取
引
の
拡

大
に
よ
り
、「
農
業
者
の
所
得

増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

埼玉県本部

関
係
部
門
が
連
携
し
Ｊ
Ａ
・
担
い
手
へ
提
案

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
全
農
本

所
と
の
連
携
に
よ
り
平
成
26
年

産
か
ら
開
始
し
、
今
年
産
で
5

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

性
を
持
つ
多
収
品
種
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
が
、３
年
間
の
試

験
栽
培
を
経
て
、「
ほ
し
じ
る

し
た
多
収
品
種
に
よ
る
契
約
栽

培
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

埼
玉
県
本
部
は
、
需
要
に
応

じ
た
生
産
と
安
定
的
取
引
拡
大

の
た
め
、
業
務
用
需
要
に
対
応

3
年
間
の
試
験
栽
培
を
経
て

「
ほ
し
じ
る
し
」「
と
よ
め
き
」提
案

栽
培
暦
配
布
や
定
点
調
査
で

県
平
均
収
量
を
大
き
く
上
回
る

生育定点調査で多収となる栽培技術向上のため
の基礎データを集積

契約栽培米の圃場（ほじょう）
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み
、
食
と
農
業
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。

　参
加
者
か
ら
は
、「
思
っ
た
以
上
に

体
力
を
使
っ
た
が
、
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
。
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
行
う

こ
と
で
、
生
産
者
の
苦
労
が
分
か
っ

た
。
最
後
に
収
穫
し
た
お
米
を
自
分

た
ち
で
、
手
渡
し
で
贈
呈
す
る
こ
と

で
、
達
成
感
も
味
わ
え
た
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「カ
ー
プ
応
援
米
」
と「
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
応
援
米
」は
共
に
、
広
島
県
産

米
の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、「
地
元
応
援
シ
リ
ー
ズ
」

で
販
売
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　広
島
県
本
部
は
、
今
後
も
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
未
来
を
育

　「カ
ー
プ
女
子
農
業
体
験
」で
は
、

生
産
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、真
っ

赤
な
カ
ー
プ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に

つ
け
た
カ
ー
プ
女
子
た
ち
が
、
田
植

え
を
し
、
稲
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

9
月
に
は
、
広
島
市
の
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ

ア
ム
で
、
収
穫
し
た
お
米
を「
カ
ー
プ

応
援
米
」
と
し
て
、
球
団
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ス
ラ
ィ
リ
ー
」に
、

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
で
贈
呈

し
ま
し
た
。

　「サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
を
応
援
し
よ

う
！ 
産
地
交
流
会
」で
も
同
様
の
体

験
を
実
施
。
植
え
た
稲
は
チ
ー
ム
の

練
習
拠
点
で
あ
る
安
芸
高
田
市
吉
田

町
の「
あ
き
さ
か
り
」。
チ
ー
ム
の
元
中

心
選
手
で
、
現
在
は
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を

務
め
る
森
﨑
浩
司
さ
ん
も
全
て
の
行

事
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
10
月
に
、
参
加
者
が
刈
り

取
っ
た「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
応
援
米
」を
、

柏
レ
イ
ソ
ル
戦
と
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
前

に
、
チ
ー
ム
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を
県
産
米
で
応
援
！

フ
ァ
ン
が
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で

体
験
し
贈
呈
で
達
成
感

　広
島
県
本
部
は
、
地
元
量
販
店
や
県
内
J
A
・
生
産
者
と
協
力
し
、
プ
ロ

野
球
球
団「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
」を
応
援
す
る「
カ
ー
プ
女
子
」と
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
」の
フ
ァ
ン
に
向
け
た
農
業
体
験
企
画
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
で
は
、
春
の
田
植
え
か
ら
秋
の
稲
刈
り
、
収
穫
し

た
お
米
を
球
団
・
チ
ー
ム
に
贈
呈
す
る
ま
で
の
体
験
を
通
し
て
、
お
米
や
農

業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
広
島
県
本
部
】

「
カ
ー
プ
応
援
米
」の
田
植
え
を
す
る
カ
ー
プ

女
子
ら

子
ど
も
た
ち
と「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
応
援
米
」を
刈
り
取
る
森

﨑
浩
司
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

地
元
応
援
シ
リ
ー
ズ
で
販
売
し
て
い
る「
カ
ー
プ
応
援

米
」㊨
と「
サ
ン
フ
レッ
チ
ェ
応
援
米
」

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ス

ラィ
リ
ー
」に
お
米
を
贈
呈

ホームゲームの前に「サンフレッチェ応援米」を贈呈
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畜 産 情 勢
（畜産総合対策部）

牛 肉

鶏 肉

秋冬商材への棚替え消費拡大に期待

もも570円、むね270円

豚 肉

鶏 卵

キロ 400円台の展開

供給動向に注目

　9月の成牛と畜頭数は、速報値で約7万7千頭（前年比
90.9%）と前年を下回りました。
　9月の東京市場枝肉卸売価格は、速報値で和牛去勢A5
が2821円（前年比101.0%）、和牛去勢A4が2515円（同 
105.0%）、和牛去勢A3が2269円（同 113.5%）、交雑牛
B3が1580円（同 110.3%）でした。
　農畜産業振興機構の10月の国内出荷予測頭数を品種
別にみると、和牛が約3万9千頭（前年比103.8%）、交雑
牛が約2万2千頭（同 106.2%）、乳用種が約3万1千頭（同 
99.1%）で、全体では約9万4千頭(同 103.0%)と見込ん
でいます。
　9月の相場は、出荷頭数
が想定よりも少なかったこ
ともあり、特に和牛は強も
ちあいでの推移となりまし
た。10月の相場も出荷動
向に左右されると見込ま
れますが、秋冬商材への
棚替えによる消費拡大に
期待したいところです。

　9月の平均相場は、もも肉550円/ｋｇ（前月比11円
上げ）・むね肉265円/ｋｇ（同2円上げ）、正肉合計で
815円/ｋｇと前月比13円上げ、前年比で69円の下げ
となりました。気温の低下に伴い、もも肉は、上げ基
調となり一時560円台を記録したことから、次月上
昇への期待感が高まりました。むね肉は、精肉やサ
ラダチキンなどの需要も底堅く、月初264円・月末
265円ともちあい圏内となりました。
　10月は、気象庁の1カ月予報で、台風や前線の影
響などで降水量が平年並みかやや多く、また気温も
平年より高めと予報されており、需要への影響が心配
されます。しかし、直近
の朝晩の気温低下や行楽
シーズンに入ることもあ
り、もも肉は鍋物や唐揚
げなどの利用頻度増加で
月平均570円、むね肉も
引き続きサラダチキンな
どが堅調のため、月平均
270円と予測します。

　９月の全国と畜頭数は、速報値で約118万頭、前年比
89.9%となりました。
　9月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値で513円/ｋｇ（前
年比84.1%、前月比83.3%）でした。9月上旬は500円半ば
の比較的高値でもちあったものの、中旬以降一気に下げ始め、
月末には430円台まで下落したことから、昨年を大幅に下回
る相場となりました。売れ行き不振と輸入豚肉の安定的な入
荷による荷余り感を反映した形となりました。
　農畜産業振興機構の10月出荷予測頭数は、約148万頭（前
年比103.8%）です。10月は、前月に相場が急激に下落したこ
とに加え、鍋商材などの売り場展開が本格的になることや行
楽需要などから荷動きは活
発になるものと思われます。
ただし、出荷が昨年以上に見
込まれることや輸入豚肉の入
荷もこれまで同様見込まれ
ることから、前月に引き続き
400円台での展開となるもの
と予測します。

　９月の東京相場の月間平均は、Ｍサイズ基準値１８４円（前年
比△１０円）となりました。９月は天候に恵まれなかったものの、
暑さが一服したこともあり、需要が好転し、上伸の展開となりまし
た。
　９月は、連休に合わせて特売需要が見られたり、大手外食チェー
ンが鶏卵を使用したプロモーションを実施するなど需要面で好
材料が多数ありました。一方、問屋筋は学校給食の再開や行楽需
要により、夏季と比較して荷動きは回復しましたが、雨天が多かっ
たことから、需要の大きな盛り上がりは見られませんでした。
　今後は、生産調整鶏群の復帰と気温の下降により、供給量は
全国的に増加基調で推移することが考えられます。
　10月は、気候的には需要面
も盛り上がりが期待されます
が、夏季から続いている東日本
から西日本へのスポット出荷の
動きが、全国的な供給増大に
よって弱まれば、需給バランス
にも影響を与えることが推測さ
れます。
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Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、11/2（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。
※天候などによりご希望に沿えない場合があります。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金の他、お届け先により送料がかかります。

ハロー！！ ＪＡ全農にいがた

　「砂里芋」は、新潟県聖籠町・新発田市の砂地で取れるサトイモ
で、ＪＡ北越後の特産品です。
　本来、サトイモは砂地には合わないとされていましたが、砂地で
作ることにより、芋肌が白くてきれい、ぬめり感が強い、身の締まり
がよく煮崩れしにくい、養分が蓄えられ芋の旨味がしっかり乗って
いる、という特長が生まれました。キメ細かな肉質とネットリもっち
りな食感が好評です。この機会にぜひご賞味ください！

さといも 砂里芋（さりいも）
秀品2.5㌔ L……3760円

美人を育てる秋田米「あきたこまち」新ＣＭ　放映中

ＪＡグループ秋田・JA全農あきたはこのほど、美人を育てる秋田
米「あきたこまち」の新ＣＭを制作しました。今回の新ＣＭ「コメ
天下」篇は、女優の葵わかなさんを起用しています。

　市女笠姿の葵さんが風になびかれ
ながら布を両手でかき分け登場。ゆっく
りと手をかざし、指を向けて「点火」と一
言。葵さんの言葉を受けて、土鍋が置
かれたコンロに火がつき、お茶わんに
盛られた炊き立て
の「あきたこまち」を
天に向かって高々
と掲げ、「堂々おい
しい」と最後につぶ
やきます。
　ＣＭで流れる楽
曲は、これまでに引
き続き、秋田県横手
市出身のシンガー
ソングライター・高

橋優さんから提供いただいています。
　新ＣＭ「コメ天下」篇は、首都圏をは
じめ全国の消費地で現在放映中です。
秋田県本部のホームページからもご覧
いただけます。

秋田県本部の船木耕太郎運営委員会会長が9月19日、
都内で葵わかなさんと共に新ＣＭを発表

ＣＭスクリーンショット①

ＣＭスクリーンショット②

ＣＭスクリーンショット③

秋田県本部
女優の葵わかなさん出演「コメ天下」篇制作

さ　 り　いも せいろうまち し ば た

JAタウンは
こちらから

地震で大きな被害を受けた北海道厚真町で被災状況の説明を受ける長澤豊会長。前列左からホクレンの瀧
澤義一副会長、JAとまこまい広域の秋永徹組合長、長澤会長、ホクレンの柿林孝志副会長（2面）

管内を巡り新鮮な野菜や果物をはじめ、弁当
類や日用品などを届けるＡコープ食卓応援隊
号（４面）

ＪＡ-ＰＯＰ甲子園のラウンドアップ部門大型陳
列で最優秀賞を受賞したJA香川県ふれあい
センター岡本店のディスプレー（５面）
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Ａ
コ
ー
プ
食
卓
応
援
隊
号
が
発
車

㈱
ジ
ャ
コ
ム
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川

石川佳純選手がＴリーグに参戦（広報部）

関東地区初のファミリーマート
JA常陸奥久慈店オープン（生活リテール部）

「おんせん県おおいた暮らしフェア」で
就農相談（大分県本部）

ＪＡ-ＰＯＰ甲子園2018最優秀賞・
金賞が決まる（肥料農薬部）

特集（全農パールライス㈱）

ＪＡズームイン（ＪＡおおいた）

県本部だより（埼玉県本部）

4面

2
面

3

4

5

地元プロスポーツチームを
県産米で応援（広島県本部）

畜産情勢（畜産総合対策部）

美人を育てる秋田米
「あきたこまち」新ＣＭ放映中
（秋田県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ハロー！！ ＪＡ全農にいがた6-7
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11

12
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9 Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

www.zennoh-weekly.jp/

長澤会長ら愛媛、
　　　北海道の被災地を訪問

12


